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研究成果の概要（和文）：　外来海洋生物の島嶼での分布と侵入リスクに関する研究は、世界的にも極めて少な
い。そこで、多様な島嶼が数多く存在する我が国の地形上の特徴を活かし、64の有人島での分布の現状を解明し
つつ島嶼への侵入リスクを推定した。合計11種が発見され、1島あたりの平均種数は1.9種で、55島には1種以上
が棲息していた。日本の島嶼には平均約2種が広範囲に侵入している実態が明らかとなった。外来種数の多寡に
関わる要因を重回帰分析によって解析したところ、緯度が高く、標高が低く、面積が大きく、在来固着動物種数
が少なく、平均塩分が低い島ほど外来種数が多い事がわかった。

研究成果の概要（英文）：   There have been few studies on the distribution and invasion risk of 
non-indigenous marine organisms on islands worldwide. This study aimed at estimation of invasion 
risks of non-indigenous marine organisms and prediction of their range expansion on the Japanese 
islands through elucidating their current distributions. Survey was carried out at 254 harbors and 
on adjacent 171 shores on 64 populated islands. 
   As a result, 11 non-indigenous species were found on 55 islands, and mean number of species per 
island was 1.9. Multiple regression analyses revealed that both the maximum and mean number of 
species per island were correlated positively with latitude and area, and negatively with maximum 
elevation, mean number of native sessile animals and mean salinity, indicating that islands with 
higher latitude, larger area, lower elevation, fewer number of native sessile animals and lower 
salinity have higher invasion risk of non-indigenous marine organisms.

研究分野：保全生物学、生態学、生物地理学、海洋生態学
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１．研究開始当初の背景 

外来生物は、地球上の生物多様性への重大

な脅威の一つと位置づけられ、生物多様性条

約第 10 回締約国会議（COP10）で採択された

愛知目標でも、各国が情報の収拾と有効な対

応策を講ずる事が求められた。外来の海洋生

物も、多くの工業先進国で海洋の生物多様性

を減少させていることが知られている。我が

国でも、2004 年以降、私が中心となって外来

海洋生物の分布に関する情報収集と分布調

査が続けられており、北海道から鹿児島まで

の日本本土部分での分布（大谷、2002；岩崎

他 14 名、2004；Iwasaki, 2006；岩崎、2012；

岩崎他 2名、2012）や特定種の分布拡大の様

相（岩崎他 2 名、2004；石田・岩崎・桑原、

2006;岩崎、2013）が明らかになり、その内

の1種については分布拡大予測も行なわれて

いる（Koike & Iwasaki, 2010）。2010 年現在

で 76 種もの外来海洋生物が発見されており

（岩崎、2010）、沿岸潮間帯生態系や漁業・

運輸業・エネルギー産業等各種産業に大きな

被害を及ぼしていることもわかってきた（岩

崎、2005、2007；Iwasaki, 2006）。 

しかし、日本本土の周辺海域に多数存在す

る島嶼部分については、これまでの研究例が

非常に少なく、佐渡島や沖縄島・小笠原諸島

父島（岩崎他 14 名、2004）を除けば、分布・

被害についてほとんど明らかになっていな

い。この事情は海外でも全く同じで、固有種

が多数生息するため生物多様性保全策が積

極的に講じられている大洋島のハワイ諸島

では外来海洋生物相もその被害も報告され

ている(Coles et al., 1999 他)が、それ以

外の島嶼での外来海洋生物の分布・生態・被

害に関する報告は、極めて希である。そのた

め、大陸から島嶼への分布拡大の実態の解明

も侵入リスクの推定も分布拡大予測も進ん

でいない状態にある。 

 

２．研究の目的 

この研究では、日本に存在する有人島を対

象として、文献調査によって外来海洋生物の

過去の記録を把握しつつ、現状での分布調査

を行い、以下の 3点を明らかにする。 

（1）島嶼の港湾内と外の自然海岸で発見さ

れた外来海洋生物の種および種数の把

握 

（2）その島嶼に寄港する船舶の母港となる

本土の主要港湾内での外来海洋生物の

種および種数の把握 

（3）各島嶼で発見された外来海洋生物の最

多種数と平均種数の多寡に対して、各島

嶼の緯度、経度、面積、人口、本土主要

港湾からの航路の最短距離、在来生物の

種数等の要因のどれが有意に影響を与

えているかを重回帰分析等によって解

析し、日本の島嶼への侵入リスクを定式

化する。 

（4）過去の文献記録と現在の分布から、各

外来種の分布拡大予測を行う。 

 
３．研究の方法 

 現地での分布調査は、北は礼文島から南は

波照間島、西は与那国島までの 64 の有人島

で行った。それぞれの島では、少なくとも 3

つの港湾とそのそれぞれに隣接する岩礁ま

たは転石の自然海岸を対象として、外来海洋

生物が棲息しているかどうかを定性的に調

査した。ただし、1 つまたは 2 つしか港湾の

ない島では、その場所と隣接する自然海岸だ

けで調査を行った。全体で 254 の港湾と 171

の自然海岸、合計425ヶ所で調査を実施した。

在来種についても、外来種の棲息に競争・捕

食等の種間相互作用を介して影響を与える

と考えられた最大サイズが 5 mm 以上の動物

の存在を記録した。海表面の塩分も測定した。 

 また、それぞれの島嶼への外来生物の供給

源と想定された本土（北海道、本州、九州）

の 22 の主要港湾でも分布調査を行った。た

だし、東京港・横浜港と大阪港・神戸港は港

域が広大であり、現地調査ではその外来海洋



生物相の全貌が把握できない可能性が強か

ったため、文献調査で外来種相を把握した。 

 次に、各島嶼の緯度、経度、面積、海岸線

長、最高標高、人口、人口密度、本土からの

最短距離、本土の主要港湾と各島嶼の主要港

湾の間の航路の最短距離、商業港数、平均塩

分、平均人工環境指数（各調査場所の環境を、

1：自然海岸、2：石積み護岸、3：木製また

は鉄製桟橋、4：コンクリート製の防波堤・

防潮堤・消波ブロック、5：第 1種漁港、6：

第 2種・4種漁港、7：第 3種・特 3種漁港と

商業港、の 7つに類別し、それぞれの場所に

上記の 1〜7 の数値を与えて島ごとに平均値

を算出）、平均在来固着動物種数、平均在来

移動性動物種数の 14 の要因を説明変数、各

島嶼で発見された外来種の最多種数と平均

種数を独立変数とした重回帰分析を行い、外

来種数に有意に影響を及ぼしている要因を

特定して重回帰式を決定した。 

 
４．研究成果 

（1）結果 

① 発見された外来種 

 現地調査の結果、合計で 11 種の外来海洋

生物が島嶼で発見された。軟体動物腹足綱の

シマメノウフネガイ（4島嶼 4ヶ所）、二枚貝

綱のムラサキイガイ（36 島嶼 117 ヶ所）・ミ

ドリイガイ（3島嶼 6ヶ所）・コウロエンカワ

ヒバリガイ（1島嶼 1ヶ所）、節足動物門無柄

目のタテジマフジツボ（38 島嶼 114 ヶ所）・

アメリカフジツボ（12 島嶼 18 ヶ所）・ヨーロ

ッパフジツボ（13 島嶼 23 ヶ所）・キタアメリ

カフジツボ（1島嶼 1ヶ所）・ナンオウフジツ

ボ（3島嶼 9ヶ所）、節足動物門十脚目のチチ

ュウカイミドリガニ（1島嶼 1ヶ所）、脊索動

物門ホヤ綱のヨーロッパザラボヤ（1 島嶼 1

ヶ所）である。 

② 島嶼ごとの外来種数 

 最も多くの外来種が発見された島嶼は佐

渡島と淡路島の6種、ついで能登島、佐久島、

紀伊大島の 5 種であった。1 種も発見されな

かった島嶼は伊豆諸島の御蔵島、大隅諸島の

口永良部島、トカラ列島の中之島、沖縄諸島

の伊平屋島と野甫島、宮古列島の下地島と来

間島、八重山列島の波照間島と大東諸島の北

大東島の 9 つであり、64 島中 55 島では少な

くとも1種以上の外来海洋生物が発見された

ことになる。64 島全体の平均外来種数は 1島

嶼あたり 1.9 種、425 ヶ所の調査場所全体の

平均外来種数は 1ヶ所あたり 0.8種であった。 

ただし、外来種が発見された自然海岸は

171 ヶ所中 10 ヶ所だけであり、島嶼での外来

種の生息場所は、もっぱら港湾の中に限られ

ていた。 

③ 外来種の多寡に関わる要因 

外来種数の多寡にはどのような要因が関

与しているかを考察するため、島ごとに緯度、

経度、面積、海岸線長、人口、人口密度、最

高標高、本土からの最短距離、本土の主要港

湾と各島の主要港湾を結ぶ航路の最短距離、

商業港数、平均塩分、平均人工環境指数、平

均在来固着性動物種数、平均在来移動性動物

種数、の 14 の数値を与えて、外来種数との

相関関係について、多重共線性を示す要因を

削除しつつ重回帰分析の変数増減法で調べ

た。 

その結果、島毎の最多外来種数も平均外来

種数も、緯度、最高標高、面積、平均在来固

着生物種数、平均塩分と有意な相関が検出さ

れ、緯度が高く、標高が低く、面積が大きく、

平均在来固着生物種数が少なく、平均塩分が

低い島ほど外来種数が多い事がわかった。 

④ 船体付着調査 

ただし、当初予定していた、外来種の主要

な移入手段である船体付着の調査を1度も行

うことができなかった。多くの船舶が定期検

査と船体洗浄を行うためのドック入りの時

期が 12月〜2 月（正月前後の休みは除く）で

あって校務で大変に忙しい時期にあたって

いたこと、ドック入りの日程はその数日前に

しかわからないために調査日程を組めなか



ったこと、予算の不足がその原因である。 

（2）考察 

以上の結果から、まず、外来種の供給源と

なりうる本土の主要港湾から遠く離れた海

洋島も含めて、日本の島嶼には平均すれば 2

種の外来種が広範囲に侵入している実態が

明らかとなった。 

次に、緯度が高い島ほど、また、平均塩分

が低い島ほど外来種が多いという傾向は、日

本に導入される外来種の供給源となる海外

の国際港湾の多くが、北半球の緯度の高い所

に位置し、塩分が低い深い湾内にあるためで

あると推定された。面積が広く最高標高が低

い島ほど外来種数が多いという傾向は、そう

いった島には外来種の定着に有利な塩分の

低い港湾が存在するためではないかと推察

された。逆に、標高の高い火山島のような小

さな島には、港湾を低塩分とする湾入部や河

川が少ないために外来種の棲息に有利な環

境が少ないためと考えられた。また、在来固

着動物は外来種と競争関係にあり、外来種の

棲息や定着を抑制している可能性があると

考えられた。 

以上の考察から、佐渡島、隠岐諸島島後、

対馬等緯度の高い場所にある大型島嶼への

侵入リスクは高く、逆に、南方の小さな火山

島への侵入リスクは低いものと推定された。 

従来、島嶼に棲息する在来生物の種数は、

主に供給源となる本土からの移入率と島嶼

での絶滅率によって決定され、前者（移入率）

については本土からの距離が負の影響を、後

者（絶滅率）には島嶼の面積が負の影響を与

えているとの定説がある（MacArthur & 

Wilson, 1967）。供給地から島嶼への距離が

遠くなるほど移入率は低くなり、島嶼の面積

が小さくなるほど絶滅率は高くなるため、結

果として、本土から遠い小さな島嶼に棲息す

る在来生物の種数は少なくなる、という定説

である。 

しかし、本研究では、外来海洋生物の場合

には人為的な移入手段がその移入に介在す

る事で「距離」という負の影響を相殺し、本

土から島嶼への距離が、島嶼の外来種数に影

響を与えていない可能性があることが推察

された。もしそうであれば、本土から島嶼へ

のさらなる外来海洋生物の移入を防ぐには、

島嶼と本土港との航路距離に関係なく、島嶼

に寄港する内航船等の船体への付着や放流

水産種苗への混入を防ぐ手段を講ずる事が

重要であることが示唆される。 

なお、外来種のほとんどは港湾の中だけに

棲息しており、自然海岸で発見された場所は

極めてわずかであったこと、在来固着生物の

種数が島嶼の外来種数と負の相関関係を示

したことから、人工度の低い環境や外来種と

競争関係にあると思われる在来固着生物の

存在が、外来種の棲息・定着を抑制している

ことが示唆された。よって、島嶼へのさらな

る外来種の侵入・定着を抑止し、在来生態系

への被害を発生させないためには、島嶼であ

っても沿岸環境の自然度を維持または高め、

在来種の棲息数を減らさないことが重要で

あると思われる。 

今回の研究成果は、多様かつ多数の島嶼で

の外来海洋生物の侵入実態を明らかにし、侵

入リスクを推定した世界で始めてのもので

ある。この成果によって、脆弱な生態系を持

つ島嶼への外来種の侵入を防ぐ方策を立て

る際の指針も提示することができた。ただし、

そのリスクや指針は外来海洋生物一般につ

いてのものである。今後は、外来種 1種づつ

の島嶼での密度、生態、被害等を明らかにす

ることで、一層詳細なリスク評価が可能とな

り、対象種や対策の優先度等を検討する際に

役立つと思われる。 
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